
当資料のお取り扱いにおけるご注意
■当資料は、ファンドの状況や関連する情報等をお知らせするために大和投資信託により作成されたものです。■当ファンドのお申込みにあたっては、販売会社よ
りお渡しする「投資信託説明書（交付目論見書）」の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。■投資信託は、値動きのある有価証券等に投資しますので、
基準価額は大きく変動します。したがって、投資者のみなさまの投資元本が保証されているものではありません。信託財産に生じた利益および損失は、すべて投資
者に帰属します。投資信託は預貯金とは異なります。■投資信託は、預金や保険契約とは異なり、預金保険機構・保険契約者保護機構の保護の対象ではありませ
ん。証券会社以外でご購入いただいた投資信託は、投資者保護基金の対象ではありません。■当資料は、信頼できると考えられる情報源から作成していますが、
その正確性・完全性を保証するものではありません。運用実績などの記載内容は過去の実績であり、将来の成果を示唆・保証するものではありません。また、税金、
手数料等を考慮していませんので、投資者のみなさまの実質的な投資成果を示すものではありません。■当資料の中で記載されている内容、数値、図表、意見等
は資料作成時点のものであり、今後予告なく変更されることがあります。■当資料の中で個別企業名が記載されている場合、それらはあくまでも参考のために掲載
したものであり、各企業の推奨を目的とするものではありません。また、ファンドに今後組み入れることを、示唆・保証するものではありません。■分配金は、分配方
針に基づいて管理会社が決定します。あらかじめ一定の額の分配をお約束するものではありません。分配金が支払われない場合もあります。
販売会社等についてのお問い合わせ⇒ 大和投資信託 フリーダイヤル0120-106212 （営業日の9:00～17:00 ） HP http://www.daiwa-am.co.jp/

2018年10月5日

≪基準価額・純資産・分配の推移≫

※ 分配⾦は、分配⽅針に基づいて管理会社が決定します。あらかじめ⼀定の額の分配をお約束するものではありません。分配⾦が⽀払われな
い場合もあります。

※ 当ファンドの管理会社はダイワ・アセット・マネジメント・サービシイズ・リミテッド（ケイマン）です。

ダイワ・ディスカバリー・ファンド・シリーズ－

ダイワ／フィデリティ・アジア・ハイ・イールド債券ファンド
（米ドル建／毎月分配型）－通貨ドラゴン－（ブラジル・レアル・ヘッジコース）

第83期分配金は0.30米ドル（1口当たり、税引前）

平素は、『ダイワ・ディスカバリー・ファンド・シリーズ ダイワ／フィデリティ・アジア・ハイ・イールド債券ファンド （米ドル建／毎月
分配型）－通貨ドラゴン－（ブラジル・レアル・ヘッジコース）』をご愛顧賜り、厚く御礼申し上げます。
さて、当ファンドは、2018年10月3日に第83期分配日を迎え、当期の分配⾦が1口当たり0.30米ドル（税引前）とな
りましたことをご報告申し上げます。
第83期分配日（18.10.3）にかかる分配⾦を従来の0.40米ドルから0.30米ドルに引き下げましたのは、取引対象通
貨と米ドルの⾦利差の縮⼩、および基準価額の⽔準等を考慮した上で、決定されたものです。

当ファンドの分配⽅針は以下の通りとなっています。
管理会社は、原則として、投資対象ファンドの最終利回り、報酬等、および取引対象通貨と米ドルの⾦利差等を考慮し
た上で、分配⾦額を決定します。ただし、分配が⾏われない場合もあります。

管理会社は配当収益ならびに実現および未実現利益をもとに、継続的な分配を⾏うことを目指します。

※「分配金再投資基準価額」は、分配金（税引前）を分配時にファンドへ再投資したものとみなして計算しています。

※基準価額の計算において、管理報酬等は控除しています。

※上記は過去の実績を示したものであり、将来の成果を示唆・保証するものではありません。
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当初設定日（2011/9/22）～2018/10/3

純資産総額 17 百万米ドル

基準価額 46.02米ドル

分配の推移（1口当たり、税引前）

分配日 分配金

第 79 期 (18/6/4) 0.40 米ドル  

第 80 期 (18/7/3) 0.40 米ドル  

第 81 期 (18/8/3) 0.40 米ドル  

第 82 期 (18/9/4) 0.40 米ドル  

第 83 期 (18/10/3) 0.30 米ドル  

設定来： 62.70米ドル

(18.10.3時点)
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＜投資環境＞

（債券市況）
9月のアジア・ハイ・イールド債券市場は、上昇しました。
月初は、米中貿易摩擦の拡⼤懸念や新興国通貨安の影響などが投資家⼼理の悪化要因となりました。しかし、中旬、米国
が中国製品に追加関税を課すことを発表すると、⼀旦、悪材料が出尽くしたとの⾒⽅が広がりました。フィリピン中央銀⾏及びイン
ドネシア銀⾏は、政策⾦利を引き上げました。このように、物価および通貨下落に積極的な対応を⾏う国がみられたことも、投資
家⼼理の改善を後押ししました。
インドは、8月末に発表された4－6月期のGDP（国内総⽣産）成⻑率が予想を上振れするなど景気の堅調さが⽰されてい
たものの、通貨安や8月の消費者物価指数が市場予想を下回ったことなどが、堅調な景況感⾒通しの軟化につながりました。月
末には、⼀部品目の輸入関税を引き上げ、経常赤字の拡⼤を抑える姿勢を⽰しました。アジアにおけるハイ・イールド債券の高い
クーポン⽔準に対する潜在的需要は、当該債券を下⽀えしました。
セクター別リターンをみると、中国国務院が購入税免除などの税制優遇措置をはじめ、内需拡⼤策を発表したことや、個人所
得税法改正案に家賃や住宅ローンの税控除などが盛り込まれたことなどから、中国の⼩売や不動産セクターが上昇しました。⼀
⽅、シンガポールのエネルギー企業の軟調な決算などを受け同エネルギーセクターが下落した他、貿易摩擦などの影響から香港の
消費財セクターが下落しました。

（短期⾦利の環境）
インフレ率が落ち着いた推移となる中でブラジル中央銀⾏は政策⾦利の据え置きを続けています。こうした環境の中、短期⾦利
はおおむね横ばいで推移しました。

（為替市況）
ブラジル・レアルは対米ドルで上昇しました。トルコ・リラの反発を受けて市場のリスク選好度が改善したことなどが、ブラジル・レア
ルの上昇要因となりました。

＜ファンドの運用経過＞
当ファンドは、これまで同様、より分散を図りながら、流動性とインカムを重視した運⽤を⾏っていきます。当ファンドは、中国の景
気悪化や市場の流動性を懸念し、保守的なポジショニングとしてきましたが、緩和的な政策対応が⾒られてきたことを受け、割安
な銘柄などを組み入れるポジション調整を進めました。現段階では、リスク資産の再評価が⻑期的な流れになるとまでは考えてお
らず、引き続きボラティリティの高まりや流動性の変化を注視しています。
組み入れ⽐率を国別に⾒ると、中国、インド、インドネシアが上位を占めています。業種別では、不動産、素材、公益セクターが
上位の組み入れとなりました。
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※上記のコメントの一部は、当ファンドにおける組入ファンドの運用会社であるフィデリティ（FIL・インベストメント・マネジメント（香港）・リミテッド）のコメントを基に大和
投資信託が作成したものです。

※現時点での投資判断を示したものであり、将来の市況環境の変動等を保証するものではありません。

＜市場⾒通しおよび運用⽅針＞

⾦融引き締めや量的緩和解除に動く国・地域がある⼀⽅、依然緩和的な姿勢を維持している国々も多く、世界全体では緩
和基調が急激に転換する状況とはなっていません。そのような環境は、アジア・ハイ・イールド債券市場にとって⽀援材料となってい
ます。また、相対的に高い経済成⻑率のもと、アジア企業の信⽤ファンダメンタルズが良好なことも、⽀援材料のひとつとして期待さ
れます。アジア・ハイ・イールド債券市場は、欧米のハイ・イールド債券市場との⽐較においてデュレーションが短い債券が多く、⾦利
変動の影響を受けにくいと考えています。また、欧米投資家の保有⽐率も相対的に低く、世界的なリスクイベントに対する過剰反
応を抑制する効果につながっていると考えています。
アジア各国は、構造改⾰のプロセスにあります。中国においては、習近平政権が経済の成⻑速度から質の重視へと転換を進め
ており、中⻑期的な国内経済の安定化につながると期待されます。短期的には、規制強化の思惑などが、市場の変動を高めて
しまう懸念や、過剰投資と過剰債務のさらなる抑制が、短期的な成⻑率の低下要因につながる可能性には留意する必要があり
ます。⾜元では、中国政府は国内景気悪化や流動性懸念を考慮し、再び緩和的な政策対応をとってきており、短期的な局⾯
変化につながっています。インドについては、GST（物品・サービス税）の導入が、課税システムの単純化につながり、経済の効率
性を高めることが期待されます。また、来年5月までに下院総選挙が実施される予定となっていることから、今後の州議会選挙の
結果が、政権基盤の安定を⾒極める重要な要素となります。インドネシアについては、主要格付け機関が国内経済の安定を反
映したソブリン格付けの引き上げを⾏ってきており、このような信⽤回復基調の継続が期待されます。アジア諸国の通貨防衛を考
慮した利上げの動きには注視が必要です。
個別銘柄選別の重要性は⼀層高まると考えており、企業業績や信⽤状況、コーポレートアクション（株式、債券などの有価証
券価値に影響を与える企業の財務活動）の可能性や調達コストの動向、企業統治（コーポレート・ガバナンス）のあり⽅等に
注意を払います。また、インカム収入も主なリターンの源泉であることから、リスクとの兼ね合いを慎重に精査しながら、インカムにも
着目した銘柄選択を⾏います。当ファンドは、流動性リスクの適切な管理にも注⼒し、中⻑期的に、安定的な高⽔準の⾦利収
入と値上がり益を追求する運⽤を⾏っていく⽅針です。

以上



※1ページ目の「当資料のお取り扱いにおけるご注意」をよくお読みください。

4/7



※1ページ目の「当資料のお取り扱いにおけるご注意」をよくお読みください。

5/7



※1ページ目の「当資料のお取り扱いにおけるご注意」をよくお読みください。

お申し込みの際は、必ず「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。

ファンドの目的・特色

ダイワ・ディスカバリー・ファンド・シリーズ－
ダイワ／フィデリティ・アジア・ハイ・イールド債券ファンド
（米ドル建／毎月分配型）－通貨ドラゴン－

（ブラジル・レアル・ヘッジコース）
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ファンドの目的 
 

アジアのハイ・イールド債券への投資による信託財産の着実な成長と安定した収益を目指します。 

 
ファンドの特色 
 

1． アジアのハイ・イールド債券に投資します。 
 ビジネスの大半をアジアで営んでいるとフィデリティが判断する企業が発行する債券のうち、BB 格相当以下(※)の

格付を付与されている債券（ハイ・イールド債券）に投資を行います。 
（※）ムーディーズ（Moody’s）により Ba1 以下、S&P グローバル・レーティング（S&P）により BB+以下、フィッチ 

（Fitch）により BB+以下。格付を付与されていない債券を含みます。 

 フィデリティ(※)が、アジアのハイ・イールド債券に投資を行います。 
（※）FIL・インベストメント・マネジメント（香港）・リミテッドが、投資対象ファンドの投資運用会社です。 

2． 以下の３つのコースがあります。 
※ファンドの基準価額は、すべてのコースについて、米ドル建てで表示されます。 

 ブラジル・レアル・ヘッジコースおよび豪ドル・ヘッジコースについて、為替取引が行われます。 
 
 
 
 
 
 

 「米ドル・コース」を除き、為替取引の結果として、プレミアム（金利差相当分の収益）が期待され、またはコス
ト（金利差相当分の費用）の発生が予想されます。 

 
 
 
 

 「米ドル・コース」を除き、取引対象通貨の対米ドルレートの上昇（米ドル安）／下落（米ドル高）により、為替
差益／為替差損が生じることがあります。 

3． 毎月 3 日（休業日の場合、翌営業日）に、分配方針に従い、分配を行います。 
4． 投資対象ファンドへの投資を通じて、アジアのハイ・イールド債券に間接的に投資を行います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ くわしくは「投資信託説明書（交付目論見書）」の「ファンドの目的・特色」をご覧ください。 
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※ 手数料等の合計額については、保有期間等に応じて異なりますので、表示することができません。 
※ これらの詳細につきましては、請求目論見書の該当箇所をご参照ください。 

 
 

投資者が直接的に負担する費用 

購入時手数料 購入は、口数でのみお申込みいただけます。 
購入時手数料の額は、購入口数に応じて、次に掲げる率を乗じて得た額とします。 

購入時の申込口数 手数料率 

5,000 口未満 購入金額の 3.24％（税抜 3.00％） 

5,000 口以上 5 万口未満 購入金額の 1.62％（税抜 1.50％） 

5 万口以上 10 万口未満 購入金額の 1.08％（税抜 1.00％） 

10 万口以上 購入金額の 0.54％（税抜 0.50％） 

購入時手数料は、購入時の商品説明または商品情報の提供、投資情報の提供、取引執行
等の対価として販売会社に支払われます。詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

換金（買戻し）手数料 ありません。 

投資者が信託財産で間接的に負担する費用 

管理報酬等 ファンドの資産から支払われる総報酬は、純資産総額の年率 1.135％程度（注）および年
間 10,000 米ドルです。 
（注）管理事務代行報酬に最低報酬金額が設定されているため、各コースの純資産総額
の合計額によっては、年率 1.135％程度を上回ることがあります。 

 投資対象ファンドの報酬 年率 0.71％程度 

 実質的な管理報酬等 

 

年率 1.845％程度（注）および年間 10,000 米ドル 
（注）各コースの純資産総額の合計額によっては、年率 1.845％程度を上
回ることがあります。 

その他の費用・ 
手数料 

ファンドは、弁護士報酬、監査人報酬等の直接の運営のコストおよび費用を負担する場合
があります。 
※｢その他の費用・手数料｣については、ファンドが負担することにより、投資者の皆様が
間接的にご負担いただくことになります。これらの費用については、運用状況等により変
動するため、事前に料率、上限額等を示すことができません。 

 
● ファンドは、値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、投資元本が保証され

ているものではなく、これを割り込むことがあります。信託財産に生じた利益および損失は、すべて受益者に帰属し
ます。投資信託は預貯金と異なります。基準価額の主な変動要因は、以下のとおりです。 

 
「債券の価格変動（価格変動リスク・信用リスク、ハイ・イールド債券への投資リスク）」、「為替変動リスク」、「カント
リー・リスク」、「その他（流動性リスク）」 
※ 取引対象通貨の金利が米ドルの金利より低い場合、金利差が、ブラジル・レアル・ヘッジコースまたは豪ドル・ヘッ

ジコースの為替取引によるコストとなり、需給要因等によっては、さらにコストが拡大することもあります。 
※ NDF 取引を用いて為替取引を行う場合、コストは需給や規制等の影響により、金利差から予想される費用の水準と

大きく異なることがあります。 
※ 新興国には先進国とは異なる新興国市場のリスクなどがあります。 
※ 基準価額の変動要因は、上記に限定されるものではありません。 
※ ファンドの基準価額は、米ドル建てで表示されます。したがって、日本円により投資が行われる場合、各コースの基

準価額の円貨相当額は、日本円および米ドル間の外国為替レートの変動により影響を受けることがあります。 
※ くわしくは「投資信託説明書（交付目論見書）」の「投資リスク」をご覧ください。 

 

お申し込みの際は、必ず「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。

ファンドの費用

投資リスク

ダイワ・ディスカバリー・ファンド・シリーズ－
ダイワ／フィデリティ・アジア・ハイ・イールド債券ファンド
（米ドル建／毎月分配型）－通貨ドラゴン－

（ブラジル・レアル・ヘッジコース）
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